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研究要旨 
平成27年「患者体験調査」のデータを用いて，欠測データの処理方法の検討を行った。また，国の

調査と都道府県の調査の集計値から，国全体の集計値と標準誤差を推定する方法について検討し

た。 

Ａ．研究目的 
本研究の目的は，（1）平成 27 年「患 

者体験調査」データの集計段階において， 
欠測データの処理方法を検討し次回調 
査データの分析に役立てること，及び， 
（2)次回調査における基本的な集計項 
目の計算方法を検討することである。 
 
Ｂ．研究方法 
（1）については，単位無回答と項目 

無回答の処理方法を検討する。（2）につ 
いては，患者体験調査が複雑な調査設計 
であることを考慮しつつ，国が行う調査 
の対象病院の集計値と，都道府県による 
追加調査の対象病院の集計値から，母集 
団全体の特性値の推定が理論的に適切 
に行えるか検討する。 
（倫理面への配慮） 
 該当なし 
 
Ｃ．研究結果 

（1）については，単位無回答は母集 
団情報に基づくカリブレーションウェイ 
トを用いて補正し，項目無回答について 
は多重代入法とウエイト調整によって補 
正を行う方法が利用可能で，精度向上に 
 
効果が見られた。（2）については，平均 
や比率などの基本的な集計項目について 

は，国が行う調査の集計値と都道府県が 
行う調査の集計値を利用して，母集団の 
推計式が導出できた。 
 
D．考察 
（1）から，次回調査において，ウエイ 
トのカリブレーション等の処理により 
推定精度の向上を図ることが可能と考 
えられる。（2）から，すべての個票デー 
タをプールして利用できない場合にも， 
基本的な集計項目について都道府県独自 
調査を集計に活かすことが可能である。 
 
Ｅ．結論 
 次回調査では母集団情報や補助情報を 
推計や欠測値処理に利用して，推定精度 
を向上させることが可能と考えられる。 
また，基本的な集計項目については，都 
道府県独自調査を，母集団推定に活用す 
ることが可能である。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 なし 
 2.  学会発表 
 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 なし 
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